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諸報告 

諸般の報告  

（１）県内養鶏場で発生した高病原性鳥インフルエンザへの対応状況 

〇 本病は、今シーズン、欧米をはじめ、世界各地で高病原性鳥インフ

ルエンザが大流行している中、我が国においても、25道県 76 事例（殺

処分対象羽数：約 1,478 万羽）で発生が確認され、過去最多だった一

昨年の 52 事例（約 987 万羽）をすでに上回る異例のペースで発生し

ており、予断を許さない状況。 

○ 本県においても 6事例の発生が確認され、約 400 万羽を超える家き

んを殺処分する事態。 

〇 防疫措置については、県職員の緊急動員に加えて、市町村、農林水

産関係団体や建設業協会等の協定締結団体など、県内の幅広い業界団

体に動員要請。また、大規模農場での防疫措置においては可能な限り

速やかに殺処分を実施できるよう自衛隊へ派遣要請を実施。 

〇 県内の家きん飼養者に対し、消石灰を配布し消毒を指導するととも

に、改めて厳重に警戒するよう周知し、鶏舎の防鳥ネット等の点検、

消毒の徹底や鶏舎毎の長靴の設置などの飼養衛生管理基準の遵守を

指導。 

〇 発生農場への支援策として、殺処分した鶏の評価額分の手当金が国

から交付されるとともに、経営再開資金等の融資の活用について支援。 
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諸報告 

 
 

≪参考：県内における高病原性鳥インフルエンザ発生状況（令和 4年度）≫ 

 
 

 

 

  

区分 1 例目 2 例目 3 例目 4 例目 5 例目 6 例目 

発生月日 R4.11.4 R4.12.22 R5.1.9 R5.2.2 R5.2.3 R5.2.10 

市町村 かすみがうら市 笠間市 城里町 かすみがうら市 八千代町 坂東市 

種類 採卵鶏 採卵鶏 採卵鶏 ほろほろ鳥 外 採卵鶏 採卵鶏 

殺処分完了 
(殺処分羽数) 

R4.11.13 
(約 102 万羽) 

R4.12.24 
(約 10 万羽) 

R5.1.15 
(約 92 万羽) 

R5.2.2 
(約 6 千羽) 

R5.2.9 
(約 111 万羽) 

作業中 
(約 115 万羽) 

防疫措置 
完了 R4.11.22 R4.12.25 R5.1.17 R5.2.5 作業中 作業中 

移動制限区

域解除 R4.12.14 R5.1.16 R5.2.8 制限中 制限中 制限中 
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諸報告 

（２）価格高騰対策について 

〇 生産資材の価格や電力料金の値上げにより農林漁業者の経営に大

きな負担が生じている。特に、原料の多くを輸入に頼っている化学肥

料や配合飼料の価格高騰が続き、農業者や畜産業者等の経営への影響

は大きい。 

〇 県では、農林漁業者等に対し、国の肥料価格高騰対策やセーフティ

ーネット資金の活用促進に加え、肥料、飼料、電気料金等の価格高騰

に対する激変緩和についての緊急対策を講じたところ。 

〇 さらに、情勢の変化が著しい状況においても、本県の農業を持続的

に発展させていくため、有機農業など化学肥料に依存しない循環資源

農業への転換への取組や飼料の国産化、省エネルギー化の取組支援な

ど、中長期的な視点で、より強い農業への構造転換を推進する事業を

創設し対応してきたところ。 

○ 今後も、社会情勢や国の経済対策を注視しながら、農業の先進県と

して持続的な発展を図っていく。 
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